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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】 
血管内光干渉断層法(以後 OCT)は、従来の血管内超音波断層法(以後 IVUS)よりも高い解像度を有して
いる。目的は、ステント留置部位の動脈修復過程を病理標本と IVUS及び OCTにより観察し、それぞ
れの結果を比較することである。 
【対象】 
合計６頭のミニチュア豚を使用した。 
【方法】 
６頭のミニチュア豚の合計１２本の動脈に１本ずつステントを留置し、ステント留置部位を観察した。
留置後１週間後と４週間後に病理標本、IVUS及び OCTにより観察した。定量的評価を行うため、IVUS
と OCT は１mm 間隔毎の断面で観察した。動脈修復過程で起こる新生内膜によるステントストラット
の被覆の度合いを点数化して評価した。各断面で観察された各ステントストラットにおいて、完全に
被覆されている場合を３点、部分的に覆われている場合でストラットの血管腔面に及ぶものを２点、
側面までを１点とし、全く覆われていない場合を０点とした。 
【結果】 
留置１週間後及び４週間後のいずれにおいても、OCT による結果が IVUS による結果よりも点数が高
かった (１週間後、p < 0.0001; ４週間後、p < 0.0001)。また、OCT による評価は病理標本による
観察結果に似ていた。 
【結論】 
ステント留置後の動脈修復過程を観察するにおいて、病理標本による観察結果は、IVUS による観察
結果よりも OCTによる観察結果に近い結果であった。OCTは、生体内で、ステント留置後の動脈修復
過程を詳細かつ連続的に観察することに使用できるデバイスである。 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
血管内光干渉断層法(以後 COT)は、従来の血管内超音波断層法(以後 IVUS)よりも高い解像度を有し
ている。目的は、ステント留置部位の動脈修復過程を病理標本と IVUS及 COTにより観察し、それぞ
れの結果を比較することである。対象には合計 6頭のミニチュア豚を使用した。方法としては、6頭
のミニチュア豚の合計 12本の動脈に 1本ずつステントを留置し、ステント留置部位を観察した。留
置後 1週間後と 4週間後に病理標本、IVUS及 OCTにより観察した。定量的評価を行うため、IVUSと
OCTは 1㎜間隔毎の断面で観察した。動脈修復過程で起こる新生内膜によるステントストラットの被
覆の度合いを点数化して評価した。各断面で観察された各ステントストラットにおいて、完全に被覆
されている場合を 3点、部分的に覆われている場合でストラットの血管腔面に及ぶものを 2点、側面
までを 1点とし、全く覆われていない場合を 0点とした。 
結果としては、留置 1 週間後及び 4 週間後のいずれにおいても、OCT による結果が IVUS による結
果よりも点数が高かった(1 週間後、p<0.000.1;４週間後、p<0.0001)。また、OCTによる評価は病理
標本による観察結果に似ていた。 
結論としては、ステント留置後の動脈修復過程を観察するにおいて、病理標本による観察結果は、IVUS
による観察結果よりも OCTによる観察結果に近い結果であった。 
OCTは、生体内で、ステント留置後の動脈修復過程を詳細かつ連続的に観察することに使用できるデ
バイスである。 
以上の研究は、動物モデルを用いてのステント留置後の動脈修復課程を生体内で連続的に観察する
デバイスとして OCTが有用であるかについての検討であり、ステント血栓症やステント内再狭窄の病
態解明に貢献するものである。よって本研究者は、博士(医学)の学位を授与されるに値するものと認
められた。 
 
 
